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１
 
本
委
員
会
の
設
置

 
（
１
）
設
置
の
経
過

 
本

委
員

会
は

、
東
京
都

議
会
と

し
て

、
都
議

会
議
員

後
藤

雄
一
君

の
調
査

活
動

等
の
具

体
的
事

例

を
検
証
し
、
も
っ
て
、
議
員
の
品
位
保
持
と
調
査
活
動
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
す
る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

平
成

１
８

年
３

月
３

０
日

の
平

成
１

８
年

第
一

回
定

例
会

本
会

議
に

お
い

て
、

遠
藤
 
守
君
外

７
１
名
の
動
議
に
よ
り
、
下
記
の
要
綱
の
と
お
り
設
置
さ
れ
た
。

 
 

記
 

都
議
会
議

員
後
藤
雄
一
君
の
調
査
活
動
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置
要
綱

 
１
 
名
 
称
 

都
議
会
議
員
後
藤
雄
一
君
の
調
査
活
動
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
と
す
る
。

 
２
 
設
置
の
根

拠
 
地
方
自
治
法
第
１
１
０
条
及
び
東
京
都
議
会
委
員
会
条
例
第
４
条
に
よ
る
。

 
３
 
目
 
的
 

 
都
議
会
議
員
後
藤
雄
一
君
の
調
査
活
動
等

の
具
体
的
事
例
を
検
証
し
、
も
っ
て
、

議
員
の
品
位
保
持
と
調
査
活
動
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
す
る
。

 
４

 
委
員

会
の

組
織
 

 
委
員

の
定

数
は
、

１
６
名

と
し

、
委
員

長
１
名

、
副

委
員
長

３
名
及

び

理
事
３
名
を
置
く
。

 
（
２
）
委
員
及
び
役
員

 
ア
 
議
長
は
、

平
成
１
８
年
３
月
３
０
日
の
本
会
議
に
諮
り
、
次
の
と
お
り
委
員
を
指
名
し
た
。

 
谷
村
 
孝
彦
君
 
野
島
 
善
司
君

 
服
部
ゆ
く
お
君
 
大
西
由
紀
子
君

 
西
岡
真
一
郎
君
 
秋
田
 
一
郎
君

 
き
た
し
ろ

勝
彦
君
 
髙
島
な
お
き
君

 
増
子
 
博
樹
君
 
古
館
 
和
憲
君

 
と
も
と
し

春
久
君
 
川
井
し
げ
お
君

 
酒
井
 
大
史
君
 
曽
根
は
じ
め
君

 
中
嶋
 
義
雄
君
 
相
川
 
 
博
君

 
イ
 
平
成
１
８
年
３
月
３
０
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
次
の

と
お
り
委
員
長
、
副
委
員
長
及
び
理
事

が
互
選
さ
れ

た
。

 
委
員
長
 
 
服
部
ゆ
く
お
君

 
副
委
員
長
 
川
井
し
げ
お
君

 
副
委
員
長
 
中
嶋
 
義
雄
君

 
副
委
員
長
 
相
川
 
 
博
君

 
理
 
事
 
 
髙
島
な
お
き
君

 
理
 
事
 
 

と
も

と
し

春
久
君

 
理
 
事
 
 
酒
井
 
大
史
君

 
ウ
 
議
長
は
次
の
と
お
り
、
委
員
の
辞
任
を
許
可
し
、
新
た

に
委
員
を
指
名
し
た
旨
を
平
成
１
８
年

９
月
２
０
日

の
平
成
１
８
年
第
三
回
定
例
会
本
会
議
で
報
告
し
、
承
認
を
受
け
た
。

 
平
成
１
８
年
９
月
５
日
付
け

 

都
議

会
議

員
後

藤
雄

一
君

の
調

査
活

動
等

に
関

す
る

 

調
査

特
別

委
員

会
 
中

間
報

告
書

 

    
本
委

員
会

は
、

平
成
１

８
年
３

月
３

０
日
に
設

置
さ

れ
、

都
議
会
議

員
後

藤
雄

一
君
の
調

査
活

動
等
の

具
体
的

事
例

を
検

証
し
、

も
っ
て

、
議

員
の
品
位

保
持

と
調

査
活
動
の

あ
り

方
等

に
つ
い
て

調
査

・
検
討

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が

、
こ
れ
ま
で
の
調
査
経
過
に
つ
い
て
別
紙
の
と
お
り
中
間
報
告
い
た
し
ま
す
。

 
   

平
成
２
１
年
６
月
２
日

 
  

都
議
会
議
員
後
藤
雄
一
君
の
調
査
活
動
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
長

 

服
部

 
ゆ

く
お

 

  東
京
都
議
会
議
長

 

比
留

間
 

敏
夫

 
殿
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○
辞
任
 
 

相
川
 

 
博
君

 
 
 
 
 
 
酒
井
 
大
史
君

 
 
 
 
 
 
西
岡
真
一
郎
君

 
 
 
 
 
 
増
子
 
博
樹
君

 
○
選
任
 
 

土
屋
た
か

ゆ
き
君

 
 
 
 
 
 
大
西
さ
と
る
君

 
 
 
 
 
 
吉
田
康
一
郎
君

 
 
 
 
 
 
小
沢
 
昌
也
君

 
エ
 
平
成
１
８
年
９

月
８
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
欠
員
と
な
っ
た
副
委
員
長
１
名
及
び
理
事
１
名

が
次
の
と
お
り
互
選
さ
れ
た
。

 
副
委
員
長
 

土
屋
た
か

ゆ
き
君

 
理
 
事
 
 

大
西
さ
と
る
君

 
オ
 
議
長
は
次
の
と

お
り
、
委
員
の
辞
任
を
許
可
し
、
新
た
に
委
員
を
指
名
し
た
旨
を
平
成
１
８
年

１
２
月
１
日
の
平
成
１
８
年
第
四
回
定
例
会
本
会
議
で
報
告
し
、
承
認
を
受
け
た
。

 
平
成
１
８
年

１
０
月
６
日
付
け

 
○
辞
任
 
 

中
嶋
 

義
雄
君

 
○
選
任
 
 

東
野
 

秀
平
君

 
カ
 
平
成
１
８
年
１

０
月
１
３
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
欠
員
と
な
っ
た
副
委
員
長
１
名
が
次
の
と

お
り
互
選
さ
れ
た
。

 
副
委
員
長
 

東
野
 

秀
平
君

 
キ
 
議
長
は
次
の
と

お
り
、
委
員
の
辞
任
を
許
可
し
、
新
た
に
委
員
を
指
名
し
た
旨
を
平
成
１
９
年

２
月
７
日
の
平
成
１
９
年
第
一
回
定
例
会
本
会
議
で
報
告
し
、
承
認
を
受
け
た
。

 
平
成
１
９
年

１
月
２
６
日
付
け

 
○
辞
任
 
 

東
野
 

秀
平
君

 
○
選
任
 
 

橘
 

 
正
剛
君

 
ク
 
平
成
１
９
年
１

月
２
９
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
欠
員
と
な
っ
た
副
委
員
長
１
名
及
び
副
委
員

長
就
任
に
伴
い
欠
員
と
な
っ
た
理
事
１
名
が
次
の
と
お
り
互
選
さ
れ
た
。

 
副
委
員
長
 

と
も
と
し

春
久
君

 
理
 
事
 
 

谷
村
 

孝
彦
君

 
ケ
 
議
長
は
次
の
と

お
り
、
委
員
の
辞
任
を
許
可
し
、
新
た
に
委
員
を
指
名
し
た
旨
を
平
成
１
９
年

９
月
１
９
日
の
平
成
１
９
年
第
三
回
定
例
会
本
会
議
で
報
告
し
、
承
認
を
受
け
た
。

 
平
成
１
９
年
８
月
２
１
日
付
け

 
○
辞
任
 
 

小
沢
 

昌
也
君

 
○
選
任
 
 

大
津
 

浩
子
君

 
平
成
１
９
年
８
月
３
０
日
付
け

 
○
辞
任
 
 

吉
田
康
一
郎
君

 
○
選
任
 
 

い
の

つ
め

ま
さ

み
君
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２
 
調
査
・
検
討
の
状

況
 

本
委

員
会

は
、

２
０

回
の

委
員

会
及

び
１

０
回

の
理

事
会

の
開

催
並

び
に

１
回

の
視

察
を

実
施

し
、

次
の
と
お
り
調
査

・
検
討
を
行
っ
た
。

 

年
 
月
 
日

 
委
員
会
及
び
理
事
会
の
調
査
事
項

 
委
 
員
 
会

 
理
 
事
 
会

 
平
成
１
８
年

 
３
月
３
０
日
（
木
）

 
委
員
長
、
副
委
員
長
及
び
理
事
の
互
選

 

５
月
１
９
日
（
金
）

 
 

１
 
運
営
要
領
に
つ
い
て

 
２
 
今
後
の
委
員
会
日
程
に
つ
い
て

 
３
 
そ
の
他

 
５
月
２
６
日
（
金
）

 
報
告
事
項
（
説
明
）

 
（
１
）
総
務
委
員
会
に
お
け
る
不
適
切

発
言
に
つ
い
て

 
（
２
）
府
中
病
院
へ
の
立
入
調
査
に
つ

い
て

 
（
３
）
本
会
議
一
般
質
問
に
お
け
る
検

事
調
書
の
引
用
に
つ
い
て

 

１
 
本
日
の
委
員
会
運
営
に
つ
い
て

 
２
 
今
後
の
委
員
会
日
程
に
つ
い
て

 
３
 
そ
の
他

 

６
月
１
４
日
（
水
）

 
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

 
 

７
月
３
１
日
（
月
）

 
報
告
事
項
（
質
疑
）

 
（
１
）
総
務
委
員
会
に
お
け
る
不
適
切

発
言
に
つ
い
て

 
（
２
）
府
中
病
院
へ
の
立
入
調
査
に
つ

い
て

 
（
３
）
本
会
議
一
般
質
問
に
お
け
る
検

事
調
書
の
引
用
に
つ
い
て

 

１
 
本
日
の
委
員
会
運
営
に
つ
い
て

 
２
 
そ
の
他

 

９
月
８
日
（
金
）

 
副
委
員
長
及
び
理
事
の
互
選

 
 

９
月
８
日
（
金
）

 
視
察
（
都
立
府
中
病
院
）

 
 

９
月
２
７
日
（
水
）

 
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

 
１
 
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

 
２
 
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

 
３
 
そ
の
他

 
１
０
月
１
３
日
（
金
）
 
１
 
副
委
員
長
の
互
選

 
２
 
参
考
人
に
対
す
る
質
疑

 
〔
参
考
人
〕
細
野
 
友
希
 
君

 
（
元
府
中
病
院
事
務
局
長
）

３
 
報
告
事
項
（
質
疑
）

 
（
１
）
総
務
委
員
会
に
お
け
る
不
適
切

発
言
に
つ
い
て

 

１
 
本
日
の
委
員
会
運
営
に
つ
い
て

 
２
 
そ
の
他
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３
 
調
査
・
検
討
の
概

要
 

本
委
員
会
は
、
平
成
１
８
年
３
月
３
０
日
に
設
置
さ
れ
た
後
、
３
年
３
か
月
に
わ
た
り
、
精
力
的
に

調
査
・
検
討
を
行

っ
た
。
 

具
体
的
事
例
の

検
証
と
し
て
、
①
平
成
１
７
年
１
０
月
２
５
日
の
総
務
委
員
会
に
お
け
る
不
適
切
発

言
、
②
平
成
１
６

年
３
月
１
９
日
の
府
中
病
院
へ
の
立
入
調
査

、
③
平
成
１
４
年
１
２
月
１
１
日
の
本

会
議
一
般
質
問
に

お
け
る
検
事
調
書
引
用
に
つ
い
て
理
事
者
か

ら
報
告
を
受
け
、
一
括
し
て
質
疑
を
行

っ
た
。
 

ま
た
、
府
中
病
院
へ
の
立
入
調
査
に
つ
い
て
は
、
現
場
検
証

の
た
め
、
府
中
病
院
を
視
察
す
る
と
と

も
に
、
立
入
調
査
の
際
に
府
中
病
院
側
で
対
応
に
当
た
っ
た
当
時
の
事
務
局
長
を
参
考
人
と
し
て
招
致

し
、
事
実
確
認
・

質
疑
を
行
っ
た
。
 

そ
し
て
、
具
体
的
事
例
を
検
証
す
る
上
で
、
双
方
か
ら
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
後
藤
議

員
を
参
考
人
と
し
て
招
致
す
る
こ
と
を
全
会

一
致
で
決
定
し
、
後
藤
議
員
に
出
席
を

依
頼
し
た
が
欠
席

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
３
回
に
わ
た
り
、
双
方

か
ら
の
意
見
聴
取
の
重
要
性
に
か
ん
が

み
、
起
立
多
数
の
決
定
に
よ
っ
て
、
後
藤
議
員
に
対
し
、
参
考
人
と
し
て
の
出
席
を
依
頼
し
た
が
、
い

ず
れ
も
欠
席
で
あ

っ
た
。
 

本
委
員
会
に
お

け
る
調
査
・
検
討
の
具
体
的
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

（
１
）
具
体
的
事
例
の

報
告
（
理
事
者
説
明
）
 

ア
 
平
成
１
７
年

１
０
月
２
５
日
の
総
務
委
員
会
に
お
け
る
不

適
切
発
言
に
つ
い
て
 

不
適

切
発

言
は

、
平

成
１

７
年

１
０

月
２

５
日

の
総

務
委

員
会

に
お

い
て

、
監

査
事

務
局

が
所

管
す
る
事
務
事
業
に
対
す
る
後
藤
議
員
の
質
疑
の
中
で
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

後
藤
議
員
は

、
島
し
ょ
地
域
の
工
事
に
関
し
て
質
疑
し
、
式
根
島
の
例
を
挙
げ
て
、「

監
査
や
っ

て
い

る
の

か
よ

、
監
査

や
っ
て

い
る

ん
だ
っ

た
ら
、

担
当

者
ま
で

ぐ
る
に

な
っ

て
い
る

の
か
」
と

い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
た
こ
と
な
ど
後
藤
議
員
の
発
言
の
状

況
や
経
緯
が
報
告
さ
れ
た
。
 

イ
 
平
成
１
６
年

３
月
１
９
日
の
府
中
病
院
へ
の
立
入
調
査
に

つ
い
て
 

後
藤

議
員

の
立

入
調

査
は

、
平

成
１

６
年

３
月

１
９

日
に

、
事

前
に

予
告

す
る

こ
と

な
く

、
ま

た
府
中
病
院
の
受
付
に
訪
問
を
告
げ
る
こ
と
な
く
、
同
病
院
の
検
査
科
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

立
入

り
当

日
の

状
況

は
、

後
藤

議
員

の
立

入
り

に
つ

い
て

文
書

で
行

わ
れ

た
知

事
の

申
入

れ
及

び
病

院
経

営
本

部
長
の

抗
議
並

び
に

報
道
機

関
へ
の

公
表

が
違
法

で
あ
る

と
し

て
、
都

に
対
し
同

議
員

が
謝

罪
広

告
の
掲

載
等
を

求
め

た
裁
判

に
お
い

て
、

東
京
地

方
裁
判

所
が

判
決
の

中
で
認
定

し
た

事
実

に
基

づ
き
報

告
さ
れ

た
。

ま
た
、

立
入
り

が
な

さ
れ
た

後
の
都

の
対

応
、
立

入
り
及
び

そ
の
後
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
訴
訟
の
経
過
に
つ
い

て
も
、
具
体
的
に
報
告
が
さ
れ
た
。
 

な
お

、
東

京
地

方
裁

判
所

は
、

後
藤

議
員

の
請

求
を

棄
却

し
た

。
判

決
後

、
所

定
の

期
日

ま
で

に
同
議
員
が
控
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
判
決
は
既

に
確
定
し
て
い
る
。
 

ウ
 
平
成
１
４
年

１
２
月
１
１
日
の
本
会
議
一
般
質
問
に
お
け

る
検
事
調
書
引
用
に
つ
い
て
 

検
事

調
書

引
用

は
、

平
成

１
４

年
１

２
月

１
１

日
の

第
四

回
定

例
会

に
お

い
て

、
社

会
福

祉
法

人
西

原
樹

林
会

に
関
す

る
補
助

金
適

正
化
法

違
反
事

件
に

関
す
る

後
藤
議

員
の

一
般
質

問
で
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
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（
２
）
府
中
病
院
へ
の
立
入
調
査
に
つ

い
て

 
（

３
）
本
会
議
一
般
質
問
に
お
け
る
検

事
調
書
の
引
用
に
つ
い
て

 
１
１
月
１
３
日
（
月
）
 
参

考
人
に
対
す
る
質
疑

 
〔

参
考
人
〕
後
藤
 

雄
一
 

君
 

（
都
議
会
議
員
）

 
欠
席

 

１
 

本
日
の
委
員
会
運
営
に
つ
い
て

 
２
 

そ
の
他

 

１
２
月
８
日
（
金
）

 
閉

会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

 
 

１
２
月
１
８
日
（
月
）
 
参

考
人
に
対
す
る
質
疑

 
〔

参
考
人
〕
後
藤
 

雄
一
 

君
 

（
都
議
会
議
員
）

 
欠
席

 

１
 

本
日
の
委
員
会
運
営
に
つ
い
て

 
２
 

そ
の
他

 

平
成
１
９
年

 
１
月
２
９
日
（
月
）

 
１

 
副
委
員
長
及
び
理
事
の
互
選

 
２

 
参
考
人
に
対
す
る
質
疑

 
〔

参
考
人
〕
後
藤
 

雄
一
 

君
 

（
都
議
会
議
員
）

 
欠
席

 

１
 

本
日
の
委
員
会
運
営
に
つ
い
て

 
２

 
会

期
中

の
委

員
会

日
程

に
つ

い

て
 

３
 

そ
の
他

 

２
月
１
６
日
（
金
）

 
閉

会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

 
 

６
月
２
０
日
（
水
）

 
閉

会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

 
 

９
月
７
日
（
金
）

 
参

考
人
に
対
す
る
質
疑

 
〔

参
考
人
〕
後
藤
 

雄
一
 

君
 

（
都
議
会
議
員
）

 
欠
席

 

１
 

本
日
の
委
員
会
運
営
に
つ
い
て

 
２
 

そ
の
他

 

９
月
２
７
日
（
木
）

 
閉

会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

 
 

１
２
月
１
２
日
（
水
）
 
閉

会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

 
 

平
成
２
０
年

 
２
月
２
７
日
（
水
）

 
閉

会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

 
 

６
月
１
８
日
（
水
）

 
閉

会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

 
 

９
月
２
６
日
（
金
）

 
閉

会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

 
 

１
２
月
１
０
日
（
水
）
 
閉

会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

 
 

平
成
２
１
年

 
２
月
２
５
日
（
水
）

 
閉

会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

 
 

６
月
２
日
（
火
）

 
１

 
委

員
会

調
査

報
告

（
中

間
報

告

書
）
に
つ
い
て

 
２

 
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

 

１
 

本
日
の
委
員
会
運
営
に
つ
い
て

 
２
 

委
員
会
中
間
報
告
に
つ
い
て

 



平
成
二
十
一
年
東
京
都
議
会
会
議
録
第
十
号
　
平
成
二
十
一
年
六
月
五
日

七
四
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こ
の

後
藤

議
員

の
質

問
に

対
す

る
答

弁
で

、
当

時
の

所
管

局
長

は
、

本
来

、
検

事
調

書
を

弁
護

士
以

外
の

者
が

持
ち
得

な
い
こ

と
、

ま
た
、

弁
護
士

は
目

的
以
外

の
使
い

方
を

し
て
は

な
ら
な
い

と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。
 

ま
た

、
翌

日
の

総
務

委
員

会
に

お
い

て
、

検
事

調
書

の
取

扱
い

に
つ

い
て

、
法

律
的

見
地

か
ら

の
報
告
・
質
疑
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
等
が
報
告
さ
れ
た
。
 

（
２
）
具
体
的
事
例
の
報

告
（
質
疑
）
 

地
方

自
治

法
に

定
め
る

議
会
の

調
査

権
、
常

任
委
員

会
の

調
査
権

及
び
議

員
の

調
査
研

究
に
つ

い

て
確
認
の
後
、
質
疑
を
行
っ
た
。
 

ア
 
平
成
１
７
年
１
０
月
２
５
日
の
総
務
委
員
会
に
お
け
る
不
適
切
発
言
に
つ
い
て
 

総
務

委
員

会
に

お
け

る
不

適
切

発
言

に
つ

い
て

は
、

監
査

の
理

念
や

目
的

、
監

査
の

手
順

、
監

査
の
実
施
件
数
と
実
績
、
監
査
の
指
摘
と
そ
の
事
例
、
取
組
や
工
夫
な
ど
を
確
認
し
た
。
 

ま
た

、
不

適
切

発
言

の
背

景
等

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
、

工
事

案
件

の
技

術
面

か
ら

の
監

査
手

法
、

島
し

ょ
部

の
監
査

、
ぐ
る

発
言

の
対
象

に
つ
い

て
の

具
体
的

な
指
摘

の
有

無
な
ど

に
つ
い
て

質
疑
が
行
わ
れ
た
。
 

イ
 
平
成
１
６
年
３
月
１
９
日
の
府
中
病
院
へ
の
立
入
調
査
に
つ
い
て
 

府
中

病
院

へ
の

立
入

調
査

に
つ

い
て

は
、

受
診

以
外

で
病

院
を

訪
れ

る
際

の
手

続
、

検
査

科
の

業
務

内
容

、
議

員
個
人

の
視
察

の
受

入
れ
、

威
力
業

務
妨

害
罪
な

ど
に
つ

い
て

幅
広
く

確
認
す
る

と
と

も
に

、
後

藤
議
員

の
検
査

科
の

立
入
状

況
と
そ

の
場

で
の
行

動
、
病

院
業

務
へ
の

影
響
、
都

議
会

に
よ

る
調

査
活
動

と
い
う

病
院

側
の
認

識
、
後

藤
議

員
が
公

表
し
た

レ
ポ

ー
ト
及

び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
し
た
。
 

ま
た

、
今

後
に

向
け

て
、

病
院

長
、

事
務

局
長

等
の

権
限

の
明

確
化

な
ど

に
つ

い
て

議
論

す
る

と
と

も
に

、
違

法
行
為

に
当
た

る
か

ど
う
か

は
司
法

の
場

に
ゆ
だ

ね
る
べ

き
問

題
で
あ

る
な
ど
の

意
見
が
表
明
さ
れ
た
。
 

ウ
 
平
成
１
４
年
１
２
月
１
１
日
の
本
会
議
一
般
質
問
に
お
け
る
検
事
調
書
引
用
に
つ
い
て
 

後
藤

議
員

が
都

議
会

本
会

議
で

引
用

し
た

検
事

調
書

の
秘

密
性

に
つ

い
て

は
、

検
事

調
書

の
所

持
・

保
管

、
検

事
調
書

の
閲
覧

・
謄

写
、
検

事
調
書

の
写

し
の
第

三
者
へ

の
提

供
な
ど

に
つ
い
て

活
発
に
質
疑
し
確
認
し
た
。
 

ま
た

、
検

事
調

書
を

不
当

に
明

ら
か

に
し

た
場

合
の

刑
事

責
任

、
検

事
調

書
の

中
身

を
明

ら
か

に
し
て
、
他
人
の
名
誉
を
毀
損
し
た
場
合
の
刑
事
責
任
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
 

（
３
）
参
考
人
招
致
（
元

府
中
病
院
事
務
局
長
 

細
野
 

友
希
君
）
 

冒
頭

、
委

員
長

か
ら
、

参
考
人

の
氏

名
、
後

藤
議
員

の
平

成
１
６

年
３
月

１
９

日
の
府

中
病
院

へ

の
立

入
調

査
時

点
で

の
職

・
所

掌
事

務
・

役
割

、
管

理
運

営
に

関
す

る
責

任
あ

る
立

場
と

の
認

識
、

病
院

経
営

本
部

が
提

出
し

た
当

時
の

状
況

が
記

載
さ

れ
た

資
料

の
真

偽
な

ど
の

事
実

確
認

が
行

わ

れ
た
。
 

参
考

人
に

は
、

外
部
か

ら
の
侵

入
者

に
対
す

る
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
ー

対
策
、

勤
務

時
間
内

の
飲
酒

行

為
、
院
内
の
写
真
撮

影
な
ど
の
通
常
の
取
組
や
手
続
、
対
応
と
し
て
一
般
の
人
と
都
議
会
議
員
の
比

較
な
ど
に
つ
い
て
事
実
確
認
を
し
た
。
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ま
た

、
確

認
し

た
事
項

も
含
め

て
、

検
査
科

に
到
着

し
た

際
の
現

場
の
様

子
、

院
内
で

の
飲
酒

に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル

や
苦
情
の
状
況
、
建
造
物
侵
入
罪
等
の
法
律
問
題
、
患
者
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、

内
部
告
発
の
信
憑
性
に
対
す
る
認
識
、
対
応
時
に
お
け
る
心
理
状
況
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ
た
。 

さ
ら

に
、

後
藤

議
員
の

立
入
り

後
の

状
況
と

し
て
、

検
査

科
に
お

け
る
検

査
業

務
や
医

療
・
診

療

業
務
全
体
へ
の
影
響
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
表
内
容
、
公
表
後
の
問
い
合
わ
せ
や
苦
情
、
職
員
へ
の

心
理
的
な
影
響
、
再
発
防
止
策
、
法
的
な
対
応
、
指
摘
さ
れ
た
点
に
対
す
る
認
識
な
ど
に
つ
い
て
議

論
が
行
わ
れ
た
。
 

参
考

人
へ

の
質

疑
の
終

了
後
、

執
行

機
関
に

対
し
て

、
指

摘
さ
れ

た
点
の

改
善

等
に
関

す
る
質

疑

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
法
的
な
対
応
に
つ
い
て
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。
 

（
４
）
参
考
人
質
疑
（

都
議
会
議
員
 
後
藤
 
雄
一
君
）
 

後
藤

議
員

を
参

考
人
と

し
て
招

致
す

る
こ
と

を
全
会

一
致

で
決
定

し
、
委

員
長

か
ら
議

長
に
出

席

要
請

書
を

送
付

し
、

議
長

か
ら

後
藤

議
員

に
依

頼
書

を
送

付
し

た
。

後
藤

議
員

か
ら

は
、
「

都
合

に

よ
り
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
の
返
事
で
あ
っ
た
。
 

双
方

の
意

見
を

聴
く
こ

と
が
委

員
会

と
し
て

必
要
で

あ
る

な
ど
の

意
見
が

表
明

さ
れ
、

起
立
多

数

の
決
定
に
よ
っ
て
、
本
人
の
都
合
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
、
再
度
、
参
考
人
と
し
て
の
出
席
を
依
頼

し
た

。
後

藤
議

員
か

ら
は

、
「

府
中

病
院

よ
り

刑
事

告
発

さ
れ

て
お

り
、

司
法

の
場

で
事

実
を

述
べ

る
た
め
」
と
の

理
由
で
欠
席
と
な
っ
た
。
病
院
経
営
本
部
か
ら
は
、
府
中
病
院
長
が
後
藤
議
員
を
刑

事
告
発
す
る
に
至
っ
た
経
過
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
 

ま
た

、
府

中
病

院
へ
の

立
入
調

査
の

件
と
と

も
に
、

他
の

調
査
事

項
も
あ

る
こ

と
な
ど

の
意
見

が

表
明
さ
れ
、
起

立
多
数
の
決
定
に
よ
っ
て
、
３
回
目
の
参
考
人
と
し
て
の
出
席
を
依
頼
し
た
。
後
藤

議
員

か
ら

は
、
「

①
総

務
委

員
会

理
事

会
で

、
発

言
に

つ
い

て
謝

罪
し

削
除

を
求

め
て

い
る

こ
と

、

②
府
中
病
院
よ
り
刑
事
告
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
検
察
官
調
書
に
つ
い
て
は
、
現
職
議
員
が
記
載

さ
れ
て
い
る
部
分
を
提
出
し
ま
す
」
と
の
理
由
で
欠
席
と
な
っ
た
。
な
お
、
欠
席
通
知
に
添
付
さ
れ

た
検
事
調
書
の
写
し
に
つ
い
て
は
、
出
所
、
由
来
、
内
容
の

信
用
性
に
疑
義
が
あ
り
、
か
つ
、
内
容

に
個
人
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
委
員
長
の
権
限
で
配
布
し
な
い
こ
と

と
し
た
。
 

真
偽

の
定

か
で

な
い
検

事
調
書

の
写

し
の
添

付
に
つ

い
て

の
疑
問

点
な
ど

が
意

見
表
明

さ
れ
、

起

立
多
数
の
決
定
に
よ
り
、
４
回
目
の
参
考
人
と
し
て
の
出
席
を
依
頼
し
た
。
後
藤
議
員
か
ら
は
、「

府

中
病
院
の
調
査
に
関
し
、
東
京
都
を
被
告
と
し
て
東
京
地
方
裁
判
所
に
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起

し
て
お
り
、
事

件
の
審
理
中
で
す
の
で
、
当
方
が
委
員
会
に

お
い
て
意
見
を
発
言
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
」
と
の
理
由
で
欠
席
と
な
っ
た
。
 

 


